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1. 研究背景・目的 

当初 SARS-COV-2 感染蔓延による影響は長期化が予想

されていただけに、我々は新しい生活様式への適応を強い

られてきた。商業空間では実店舗に足を運んでもらうべく

工夫がなされ、住空間おいてもリモートワークに対応すべ

く仕事専用部屋の需要が高まっていた。本研究ではそれら

のニーズに対応する要素として「香り」に着目した。商業

空間においては客がネットショッピングでは感じること

のできない印象的な店舗設計を、オフィス空間では企業・

ブランドイメ―ジ構築を、住空間には自宅作業時の心身的

疲労軽減やリフレッシュ効果増大を、「香り」×「空間」に

て解決することができるのではと考えた。 

空間に香りづけできるルームフレグランスや芳香剤は

ラベンダー・スピングラス・ローズマリー・柑橘などが一

般的である。一方、空間はモダン・クラシック・北欧風・

和風のように「インテリアスタイル」と呼ばれる室内空間

の雰囲気や質感、色合いなどをデザインの典型として多く

の人に伝わりやすい共通認識がまとめられている。これは

空間デザインの提案時にわかりやすく計画方針を示すこ

とのできるビジュアル・ツールとして多用されている。 

しかし、どんな香りがどのインテリアスタイルと合致し、

利用者の心体に効果を及ぼすかについては既往研究がな

い状況である。そこで本研究では、住空間のインテリアス

タイルに焦点を当て、噴霧型フレグランスを併用した際の

被験者の感性・生体反応を解析することで、その効果を明

示する予備的知見を得ることが目的である。 

 

2. 被験者感性反応評価実験 

2.1. 実験概要 

本研究では、これまでの誰もが聞いて分かる空間計画の

指標を見直し、現代都市のライフスタイルが反映された新

たなインテリアスタイルとして“ほしあい”・“しゃれみ”

と名付けた空間モデルを用意する。家族 3 人が過ごすリビ

ングを想定した（表 1）。 

 実験では、被験者に対し、筆者らがそれぞれのモデルに

合致すると推測し選択したフレグランスが噴霧・充満した

実験室への入室を指示し、ウェアラブルグラスの装着にて

VR 映像として空間モデルを体感させる。その間センサ装

着式生体情報計測装置によって発汗量や心拍数をリアル

タイムで計測、データロギングすることで、被験者の生理

データを取得する。 

 事前に、本実験で対象となる空間モデルを選定するため

にフレグランスとの合致具合をはかるヒアリング調査を 

 

表 1 スタイル別空間モデル及びフレグランス詳細注 1） 

延床面積

食器・アンティーク小物・観葉植物など、コレクション癖のある親子。
娘とそれらの写真をSNSに投稿し楽しんでいる。背景となる自宅内装は母のセンス。

七夕のように異彩なテイストの出会い、
掛け合わせからの創発によって出来上がる空間

他者や社会への主張・表現よりも
「自己意識の高揚」を目指した空間

新インテリアスタイル

空間に合致しそうな
フレグランス

父（歯科医師）・母（インテリアコーディネーター）・娘（高校生）の3人家族

ターゲット

被験空間モデル
VR映像として提示する空間

※ArchiCADにて作成

+
カラースキーム

ベース・メイン・アクセント

a)ほしあいインテリア c)しゃれみインテリア

Cotton Candy Pink Grapefruit

16畳（リビングを想定）

綿菓子をかじった時の暖かく、甘い香を

表現。子供のころ思い起こすような香り。

ジューシーなグレープフルーツと

オレンジに、金木犀、スミレ、鈴蘭、

フルーティなピーチ、レッドベリーを

加えた元気になる香り。

日本の茶室とアメリカンレトロが融合し

コットンキャンディーの香りに包まれた

異国を味わえる空間

趣味の陶芸品で物が多い部屋が爽やかな

香りと清潔感のある色でまとまり、すっ

きりとした印象を与える空間に
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実施した（リアルタイムの生体情報録取を除いた本実験と

同じ工程にて）。a)-d)まで各 6～10 名分の回答を得て表 2

のように平均点を記載している。評価の最も高い対象、低

い対象を選定した後、本実験にて使用した（表 3）。 

 

2.2. 実験機器及びシステムの詳細 

実験室には、選択済みのフレグランスを充満・噴霧すべ

く、アントレックス社製自動制御式フレグランス噴霧装置

（AirQ-270）を用意する（図 1 上）。噴霧量を一定に保って

いることを確認した後、フレグランスカートリッジを取り

付ける。実験開始前、実験室に香りを充満させる時間は約

１分間、実験中も噴霧装置は作動し続ける注 3）。 

また、被験者には実験室入室後、被験空間モデルを映し

たスマートフォンを取り付け済みのウェアラブルグラス

（VR 立体視グラス）を装着させ、その空間を 360 度見回す

よう指示する（図 1 左中央）注 4）。 

最後に、被験者の生体反応を録取する為、クレアクト社

製 センサ装着式 生体情報計測装置（Bio Signal Plux Pro）
注 5)を用い（図 1 左下）、皮膚電位 EDA 注 6)及び心電位 ECG

値注 7)を得ることとする。被験者の体に計測センサをつけ

ると、Bluetooth 機能にて連携した PC 端末にリアルタイ

ムでのデータ送信、記録が可能となる。 

 

2.3.分析手法 

リアルタイム計測では 2種類のセンサ装置を被験者の体

の指定位置（EDA センサは人差し指と薬指の第二・第三関

節の間の腹側に計 2 箇所、ECG センサは胸部右上・左下、

腹部左など心房付近に計 3 箇所）に取り付けた後、計測開

始から終了ボタンを押すまでの時間分、データが録取され

る。計測時間は実験実施直前（入室前）の被験者の通常状

態を測る 30 秒間、実験室への入室及び着座中の 120 秒間

の合計 150 秒間とし、その間の被験者の EDA[µS]・

ECG[mV]値の時間遷移データを取得する。 

EDA 値のグラフでは、縦軸が単位[µsec]の発汗量、横軸

が単位[mm:ss.f]の経過時間（１マス 25 秒）を示し、発汗量

の数値が高いほど緊張状態にあると判断する（次頁図 2）。 

一方、ECG 値のグラフでは、縦軸左側は単位が[s]の RR 

INTERVAL（心室興奮から次の心室興奮までの時間）を示

し、縦軸右側は単位が[回/分]の IHR 注 8）(BPM／瞬時心拍)

を示し、横軸は経過時間（1 マス 50 秒）を示している（次

頁図 3）。RR 値と IHR 値は反比例の関係にあり、RR 値が

大きく IHR 値が小さくなればリラックス状態、RR 値が小

さく IHR 値が大きくなれば緊張状態と判断する。 

このように感性反応のデータ解析により、被験者が感じ

る快適さを数値的に明らかにできる。 

 

3. 実験結果・考察 

3.1. 皮膚電位 EDA から得られた結果 

次頁図 2 は a)ほしあいインテリア(×Cotton Candy)を体

験した被験者 i の EDA 値の時間遷移データである。EDA

値のグラフからは、赤の点線で示す入室時刻を境に被験者

の通常状態（⊿t=30）と入室後（⊿t＝120）の EDA 値の変

化を確認できる。主に入室後のデータ推移結果を観察する。 

図 2 のように、a)ほしあいインテリアでは実験開始前、

被験者 i の EDA 値は 15.33[µS]～16.20[µS]を推移していた

が、開始から 15 秒程度で 17.00[µS]まで大幅に上昇し、そ

の後減少傾向であった。一方、c)しゃれみインテリアでは

開始前 13.80[µS]～14.40[µS]を推移していたが、開始後は

14.00[µS]～15.50[µS]をより幅広く横ばいで推移しつつ、若

干の上昇傾向にあると読み取ることができた。 

 

表 2 ヒアリング調査実施概要及び調査結果 

 

表 3 本実験実施概要注 2） 

 

図 1 実験に使用した機材及び実験の様子 

 実験日時 　2021年12月23日　15:00～17:00

 実験場所
　東京都市大学等々力キャンパス2号館242教室
　(ヒアリング調査も同様)

 被験者i 　20代男性

 調査方法

 調査内容

 調査日時

 調査対象者

番号 香り 10段階評価

a) Cotton Candy 9.57点

b) Green Tea 7.33点

c) Pink Grapefruit 5.86点

d) Patchouli and Clearwood 9.43点

新インテリアスタイル

ほしあい1

ほしあい2

しゃれみ1

しゃれみ2

　Webフォームによるヒアリング回答

　香りと空間の合致具合

　2021/12/2 15:00～17:00

　20代前半男女(大学生)10名
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3.2. 心電位 ECG から得られた結果 

 図 3 は c)しゃれみインテリア(×Pink Grapefruits)を体感

した被験者 i の ECG 値の時間遷移データである。EDA 値

のグラフと同様に入室を赤の点線にて区別し、基準とする

ことで、実験室入室の直前・直後の RR 値・IHR 値の上昇・

下降、数値を確認できる。主に入室の直前・直後で被験者

が感じる整合性や違和感の度合いを観察する。入室時刻前

後（t＝20・t＝50）の被験者 i の IHR 値（BPM）の上昇具

合を比較する。 

a)ほしあいインテリアは上昇数が 8[回/分]で緩やかであ

ったのに対し、図 3 の c)しゃれみインテリアでは 107[回/

分]から 125[回/分]と急上昇していることが読み取れた。 

 

3.3. 実験考察 

 このように 2 種の生体計測データから、「入室後 120 秒

の EDA 値の変化」、「入室直前・直後 30 秒程度の RR/IHR

値の推移」に着目し観察した。3.1,3.2 節より a)ほしあい

インテリアは、入室による心拍への影響は小さく、発汗量 

 

図 2 被験者 iの a)ほしあいインテリアに対する EDA：

皮膚電位の時間遷移 

 

図 3 被験者 iの c)しゃれみインテリアに対する ECG：

心電位の時間遷移 

も順調に減少しており、徐々にリラックス状態へと移行し

ている。一方で、c)しゃれみインテリアは、入室直後に感

じた映像（空間）とフレグランスの違和感等からくる心拍

数の急上昇、その後数秒経過しても安定しない発汗量によ

り緊張状態が継続していることが推測できる。被験者が入

室直後に感じたフレグランスやウェアラブルグラス装着

直後に感じた部屋に対して抱く好みを加味する必要があ

るが、 c)しゃれみインテリアがより緊張状態にあると考察

できる。 

空間と選択したフレグランスの整合性がそこで生活す

る人の快適度に影響を与えることを示唆する実験結果で

あり、こうした実験は、空間のデザインとフレグランスの

密接な関係を数値的に認識でき、空間に対し、より整合性

のとれる香りの組み合わせを導き出す手段の 1 つとなる

と言える。 

 

4. 結論 

 本研究では、ライフスタイルの変化に伴い、変化しつつ

ある住空間のインテリアスタイルを取り上げ、空間を作る

要素のひとつである香りに着眼し、それらの整合性とその

空間で過ごす人に与える効果を探るべく、生体情報計測装

置を用いて実験を行った。 

 しかしながら、取得できた 2 種類の生体情報データの変

動の効果起因が空間デザイン自体、フレグランス単体、ま

たはそれらの合致具合かを正確に判断できない結果であ

ったのも事実である。また、被験者 1 名の結果提示に留ま

っているため、比較対象がなく本実験自体の信用が欠ける。 

今後の空間デザインに適した香りの組み合わせやそれ

らが利用者に与え発揮する具体的な効果の提示を見据え

ると、実験手法を見直すべきであり、より多くの被験者に、 

 

図 4 今後の展開 
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より多くの対象（空間×香りの組み合わせ）で実施してい

くべきである。本実験継続にあたり、前提として、空間、

フレグランスそれぞれについて、被験者が感じている印象

の良し悪しを測っておく必要がある。予め好印象・悪印象

を把握した上で実験を行うことは生体計測データに直接

影響する要素を導くことに役立つ。さらに、本研究で既に

行っているヒアリング調査結果に左右されすぎてはいけ

ない。本実験よりも多くの回答を得ることができたが、評

価点数にばらつきのある対象もあることから、合致具合の

評価が高い＝リラックス効果があると予測するのは危険

である。より多数の対象、被験者で実験を行うことで本実

験と異なる結果が生まれれば、空間利用者に与える影響が

空間と香りの整合性であると言い切れない場面が出てく

ると考える。 

 また、本実験の派生として、今回空間デザインと香りの

不整合による違和感により緊張状態が続いていると判断

した c)しゃれみインテリアに関して、掛け合わせる香りの

種類を変更する検証が考えられる。被験者（空間利用者）

がより快適に過ごせる環境に近づける組み合わせを見つ

けることに役立つ。 

今後の展開として、空間デザイン・人の五感・生体計測

に着眼した研究は引き続き実施予定である。特に AI の 

進歩が著しい現代において、特に共感覚的表現の少ない嗅

覚に関する研究は、人間が探求し続けるべき分野であると

考える。また本研究では、住空間のインテリアスタイルと

香りをテーマに実験を進めたが、屋内に留まらず、都市生

活者の利用する空間の価値向上を目指したい。 

 
 

［注釈］ 

注1) 本研究で使用した 4 種の被験空間モデルは ArchiCAD ソフ

トにて作成している。すべてのモデルでベース・メイン・ア

クセント（比率＝70:25:5）からなる 3 色のカラースキーム

（色彩計画のことで、様々なインテリアエレメントの色を考

慮・調整し決定している）を設定している。 

注2) 本論文で示したデータは全て被験者ⅰから計測したもので

ある。このような実験となった背景として、COVID-19 の感

染拡大による学内規定のため、調査員含め最少人数で短期間

に実験を終える必要があったこと、生体情報計測装置を使用

する際に皮膚に直接貼り付けることが不可欠なセンサの感

染のリスクを考慮したことがあり、複数の被験者・被験回数

を断念せざるを得なかった。感染状況を見ながら、実験を継

続することも考えたが、実験場所の大学のキャンパス移転計

画のため、同実験場所確保が難しくなったことも背景にある。 

注3) 人の嗅覚は、あるにおいに対し順応または、その状態から回

復するため一定の時間が必要である。本実験では、通常状態

の 30 秒間の計測、全 2 種（ヒアリング調査時は全 4 種）の

実験前に 10 分間のリセット時間を設け、Web フォーム回答

者・被験者の嗅覚疲労、順応に十分配慮し行っている。 

注4) ArchiCAD ソフトで作成した被験空間モデル（表 1）は、ソ

フト上で BimX データに変換し、ウェアラブルグラス装着用

のスマートフォンに予めダウンロードしておいた BimX ア

プリ（BimX とは BIM ソフトで作成した 3 次元建築モデル

や 2D の図面から、その空間を動的に行き来できるよう統合

し表示する BIM プロジェクトのビューワーである。) に読

み込ませる。簡易的だが、よりリアルで立体的に認識でき、

没入感を体感できる。 

注5) 本実験にて使用したセンサ装着式生体情報計測装置は、EDA

値・ECG 値の他、脳波（EEG）や容積脈波（BVP）といった

様々な生体情報が計測可能であり、それらのデータは医学や

情報学分野などでも使用されている。感性反応評価について

初学者である筆者らは、本研究において「緊張」の一般的な

表現で用いられる“汗をかく”・“心拍数が上がる”という言

葉から、上記の 2 種を計測し比較・考察することで、正確性

と説得力を伴うと判断している。 

注6) EDA とは Electro Dermal Activity の略で、単位は[µS（読み：

マイクロジーメンス）]である。ジーメンスは電気の通り易

さを指し（電気抵抗の逆数＝[1/Ω]）、電気伝導率の単位とし

て使用される。本センサではいわゆる発汗量を皮膚の電気伝

導率とし、指紋が計測対象である。 

注7) ECG とは Electrocardiography の略で、単位は[mV]である。 

注8) IHR とは Instantaneous Heart Rate の略称で、RR INTERVAL の

逆数である。瞬時心拍数とした場合の単位が[bpm](Beat par 

minute)。心拍変動は IHR をスペクトル解析したもので、心

拍数のゆらぎを示す。 
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